
 

 

 

 

 

   

 

連休を迎えるに当たって…… 

校長 小川 亮男 

 最近目にした、日本・米国・中国・韓国の高校生の意識調査データによると、どうも日本の子ども 

たちの勉強の仕方や家庭におけるルールが、他国とだいぶ違うようです。 

 

■日本・米国・中国・韓国の高校生の意識調査比較 

＜勉強の仕方＞………今始まっている教育改革は、この違いを埋めようとしているのでしょう。 

日本が最も多いのは、「試験の前にまとめて勉強する」で、１２項目の中で群を抜いている。 

一方、「自分で整理しながら勉強する」「できるだけ自分で考えようとする」「教えられたとおりに勉 

強する」「参考書をたくさん読む」「勉強したものを実際に応用してみる」「教わったことをほかの方 

法でもやってみる」の割合が米中韓に比べて低い。 

米国は、「できるだけ暗記しようとする」「教えられたとおりに勉強する」「勉強したものを実際に応 

用してみる」「教わったことをほかの方法でもやってみる」がともに群を抜いて高い。また、「自分 

で整理しながら勉強する」「問題集でたくさん練習する」「方法や過程より結果がわかればいいと思 

う」の割合も４か国中最も高い。 

 

 

 

 

「家族が一緒にいてもそれぞれが自分の携帯電話やス 

マートフォンを操作している」（図 34）と 

その下の（図 36）（図 37）に相関関係が見られる。 

「家族と食事や団らんのときには携帯電話を操作させな 

い親のしつけ」が他国ではなされていて、「子どものうち 

は、電話等の使用は親がいるところでしか使わせない」 

ということもよく聞く話です。 

（親が許可した中での自由） 

 

 

 

 

臂膊＝ひじ 

 

全くの自由は 

必然的に頽廃 

（たいはい） 

を意味する 
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平成３１年度 学校重点教育目標 

『 実 践 力 （ で き る ） へ と つ な が る 学 校 教 育 活 動 の 推 進 』                          

校  長   山 崎  信 哉 

 

  ようやく学校の周りの雪解けも進み、春めいた季節となりました。もの

みな生き生きと躍動する４月を迎えました。 

  今年度は、新 1 年生がいなく、たいへんさびしい感じがしますが、いよ

いよ平成２７年度の教育活動が始まります。 

  まず、それぞれ、１学年ずつ進級した子どもたちの保護者の皆様、おめ

でとうございます。すべての子どもたちは、この新学期を、胸を躍らせ、期待感

と希望をもって迎えたことと思います。私たち教職員一同は、それぞれの子ども

たちの思いに寄り添い、期待に応えられるように、全力を傾ける所存でおります。 

  言うまでもなく、学校は子どもたちの「学びの場」です。子どもたちは、

日々の学習や生活、遊びや活動、教師や友達とのかかわりを通して、多くのこと

を学んでいきます。 

  そして、 

  

○自ら考え 創造する子ども          ○明るく 協力する子ども 

    ○根気強く 実行する子ども       ○心身をきたえる子ども 

 

という本校の教育目標に示された力を身につけていきます。 

  しかし、そのためには、何よりも、学校が楽しいところ、生きる手応え

を感じるところでなければなりません。その意味で、一人一人の子どもたちにと

って、学ぶ喜びと教師や友達とのかかわりの楽しさを感じ取ることができる学校

でありたいという願いをもって、本年度も引き続き努力していきたいと考えてい

ます。また、学校は、子どもたちが主人公です。「ど真ん中に子どもがいる学校」

であれるよう取り組んでまいります。 

   

教育は、信頼関係で成り立ちます。教師と子どもたち、子どもたち同士、

学校と保護者、学校と地域は、それぞれ信頼関係で結ばれていなければ、教育の

効果は期待できません。どうか、新年度も今までと変わらぬご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

行動する子ども』の育成 

「親(保護者)は携帯電話やスマートフォンを使用

しながら私と話す」ことが「よくある」に対して 

臂膊((ひはく) 

外に向いて曲

がらず 


